
2023年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL30623B10）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

ボリビア G126 サッカー 個別 新規 2年 ・2024/2 ・2024/3 ・
2025/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健・スポーツ省

2）配属機関名（日本語）

DIDEDEサッカースクール

3）任地（ コチャバンバ県コチャバンバ市 ） JICA事務所の所在地（ ラパス県ラパス市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+ﾊﾞｽ で 約 1.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は県スポーツ部が管轄するサッカースクールで2013年に創設された。同部はスポーツインフラと資源の効率的な
管理を通じて、同県民の身体的活動・レクリエーション・スポーツへのアクセスを促進し、児童、青少年、障害児・者、
高齢者、あらゆるレベルの競技者の総合的な発展を目指している。現在スクールにはコーチ2名とアシスタント2名が在
籍し、約200名～500名の児童・青少年の指導にあたっている。競技カテゴリーは以下の5つ。①サブ7(5-7歳の男
女)、②サブ10(8-10歳までの男女)、③サブ13(11-13歳、男女別)、④サブ15(14-15歳、男女別)、⑤サブ18(16-18歳、男
女別)。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先は様々なスポーツクラブを運営している。以前は元プロサッカー選手のコーチが在籍していたが、交代により指
導体制が脆弱化している。現在のコーチは指導経験が短く、技術的にも高いとは言えない。特に年間指導計画と練習方
法の確立が重要だと考えており、規律を重んじるJICA海外協力隊の支援を得たいとして、本要請に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

配属先同僚と共に以下の活動を行う。
1.選手の弱点に沿った練習方法の確立
2.目標に沿った年間指導計画の確立
3.登録者の増加に向けた広報戦略の検討及び実施支援

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

サッカーコート1面(屋外)、各種練習用具

4）配属先同僚及び活動対象者

配属先同僚:
コーチ2名(30代～40代男性、指導経験1年～5年)、アシスタント2名

活動対象者:
200名～500名の登録者(8-16歳、うち女性が約20%)
※登録者は毎月変動し、学校が休みの月は多くなる。

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

スペイン語

6）生活使用言語

スペイン語

7）選考指定言語

英語(レベル:D)又はスペイン語(レベ
ル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（JFA・C級コーチライセンス）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（競技経験）5年以上　備考：専門的な指導を行
うため
　　　　（指導経験）2年以上　備考：指導に必要なため

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（高地地中海性気候）　気温：（5～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
指導対象者の初心者レベルには女性や子ども等が含まれる。単なる技術指導のみならず、競技を楽しんでもらうことも
目指す。

【類似職種】
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